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一 般 質 問 通 告 一 覧 表 

 

令和２年第４回定例会                             №１ 

質問者 質 問 事 項 及 び 質 問 要 旨 
答弁指

定者 

１１番 

西藤 典子 

新型コロナウイルス感染症に対する対応、感染防止策について 

１ 検査体制の強化充実。 

(1)くらて病院の発熱外来の設置について 

・その時期、内容、予算は。 

・新ＰＣＲ検査の導入は。 

(2)新病院における対策は。 

２ 医療・社会福祉施設等に対する更なる経営支援は。 

(1)手指消毒用エタノール等の物資の確保は。 

(2)事業従事者に対する手当の支給は。 

(3)陽性者が出た場合の入所者の保護、医師等の専門家の派遣及び防護用具等の扱

い方の指導等は。 

(4)高齢者にもわかる情報の提供は。 

３ 小中学校等の今後の対応策は。 

(1)感染防止策は。 

(2)授業の内容、方法及びクラス編成等は。 

(3)夏休み、その他の行事等は。 

(4)家計急変の場合の就学援助等は。 

(5)保護者感染時の残された子どもの保護。 

４ 自然災害発生時の対応策は。 

 (1)避難所の確保は。 

 (2)感染防止策は。 

町 長 

教育長 

８番 

有働 徳仁 

「新型コロナウイルス感染症」持続化給付金に関する鞍手町独自支援について 

(1)中小企業及び個人事業主に対する持続化給付金への鞍手町独自支援策は。 

(2)県の支給対象者に対し、追加支援を想定しているが、希望者全員に対し町独自

に支給する考えは。 

(3)本町に居住又は事業所がある事業主に対し、国、県の支給状況に拘らずに支給

すべきでは。 

(4)申請手続きについては、簡略化し早期に支給を実現すべきでは。 

町 長 

 

 

３番 

田中 二三輝 

１．「不法投棄ごみ」に関する適正なルール作りについて 

(1)高齢化の著しい本町の状況を鑑み、「不法投棄ごみ」に関して、要綱等で費用

の一部負担を可能とする適正なルールを構築し、今後の町民等からの相談に応

じる考えは。 

２．「新型コロナウイルス感染症」に対する鞍手町独自支援について 

(1)国は基準日に「住基登録」されている国民１人につき金 10 万を一律給付した

が、基準日以降に誕生する新生児に対しても同様に金 10万を町独自に支給する 

町 長 

 

 

 

町 長 



№２ 

   考えは。 

(2)近々の我が国の将来を担う鞍手町出身者で勉学に励む学生に返済不要な「コ

ロナ奨学金」を町独自支援として創設すべきと考えるが。 

(3)本町の「新型コロナウイルス感染症」に関する医療体制は。 

 

５番 

新谷 留晴 

新型コロナウイルス感染症対策による、本町の緊急独自支援対策について 

(1)児童手当（国費分）に５千円上乗せ、一人親家庭については、１万円の臨時特

別給付を行うとしているが、２次３次と感染が拡大すると予想されるが、今後

の対応は。 

(2)水道料金については、基本料金を６ヶ月間免除としているが、その他の電気、

ガス、ゴミ袋料金等を補助する考えは。 

町 長 

４番 

宇田川 亮 

コロナ危機の対応について 

１ 感染拡大防止等 

(1)抗原・抗体検査は。 

(2)小・中学校の対応は。 

(3)学童保育、保育所及び介護施設等、福祉施設の対応は。 

(4)くらて病院をはじめ医療機関の対応は。 

(5)理・美容及び飲食業の状況と対応は。 

(6)避難所の定数と対応は。 

(7)建設中のくらて病院及び新庁舎建設のコロナに対応した変更は。 

 ２ 町独自支援について 

  (1)医療・介護施設等の財政支援は。 

  (2)持続化給付金の簡素化とスピードは。 

  (3)地方創生臨時交付金の配分予想と独自支援は。また、いつ頃を予定している

のか。 

町 長 

教育長 

 

 



 1 

令和 ２年６月９日（第２日） 

開議 １０時００分  

 

○議長 星 正彦君  

 これから本日の会議を開きます。  

 日程はお手元に配布のとおりです。  

 これより日程に入ります。  

 日程第１ 一般質問を行います。  

 質問はお手元の予定表の順序により行います。  

 最初に、１１番 西藤典子議員の質問を許可します。  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 通告に従いまして質問いたします。  

 新型コロナウイルス感染症に対する対応、特に感染防止策について質問いたします。  

 まず、検査態勢の強化充実についてですが、すぐお隣の北九州市で第２波と思われる感染

が広がった新型コロナウイルス感染症でございますが、３月２３日にある区の場合、一人の

職員の方の感染が判明したと。この方は発症が１７日であったと。そこで当時は３７度５分

が４日ぐらい続いて、そして相談して検査ということですから、発症は１７日でしたけれど

も６日ぐらいかかって２３日に判明した。  

 同日の夜に、すぐに同じ課の方を全部濃厚接触者と認定しましてちょうど２週間、発症か

ら２週間の３１日まで出勤停止とした。ところが当時の市内の検査態勢が１日当たり４０数

名でしかなかった。医療従事者や市民に向け検査態勢を確保する必要があったため濃厚接触

者については症状がなかったのでＰＣＲ検査は行われなかった。そして２４日には区役所を

臨時閉鎖し、専門家が一斉消毒して感染防止策を講じたということが３月の終わりの段階で

は行われていたのです。その後いろいろなことが起こりまして、厚労省から指導が入って、

そして厚労省の方針が変わりまして、厚労省は濃厚接触者でも症状がなかったらしなくてい

いという方針だったようです。  

 ５月２９日から厚労省の方針が変わって、症状がなくても濃厚接触者にはＰＣＲ検査をす

るということになった。そういうことがテレビでも放映されていましたが、担当の方はほっ

とされていました。やはり検査態勢の強化、これが非常に重要だと思います。  

 ５月の初め、日本のＰＣＲ検査数は人口１０万人当たり１９０件です。その当時ドイツや

イタリアでは人口１０万人当たり３，０００件、韓国でも１，２００件の検査が行われてい

た状況であったということです。  

 ところが日本の場合一桁違ってということであったと。それが誤りであったということで

検査の仕方が変わったということであります。  

 そう言うときに非常に嬉しいことに、先日の臨時議会で町独自の政策が決定されました。
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町独自の対応策としまして、くらて病院は発熱外来の受診体制の整備に要した費用を補助し

ますと決定しまして非常に心強く思った次第でございますが、くらて病院の発熱外来の受診

体制の整備はもうできているのでしょうか。お尋ねいたします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 今回、西藤議員からのご質問の中で、新体制の整備というような項目はございません。検

査態勢の強化、充実ということで、 

（１）くらて病院の発熱外来の設置についてということで、その時期、内容、予算は。そし

て新ＰＣＲ検査の導入は、  

（２）として新病院における対応策はということでお尋ねがあっています。  

 今日、今の質問には通告の中にはございません。それで準備もできておりませんし、お答

えのしようがございませんので、もう一度改めてご質問をいただければと思います。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 発熱外来の設置と時期とお尋ねしていましたからできたのか、まだなのかのその辺を聞き

たいと思ったのですが、まだであればいつ頃に設置が実現する予定でございますか。それも

分からないですか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程来から、くらて病院の件に関しまして検査態勢の強化充実と先程言いました。予算通

告書にはありました。  

 その質問についてですけれどもお断り申し上げますが、町の一般事務についての取り扱い

としては、くらて病院の件についてはございませんので、一般質問というのは、従来鞍手町

の議会会議規則の中で、第６０条に、議員の皆さんは町の一般事務について質問することが

できるということになっておりますので、その件についても一般事務の取り扱いではござい

ませんので、お答えのしようがございませんが、今回くらて病院に対して今日通告をいただ

いたものにつきましては、くらて病院の方から報告を受けております。その報告を持って回

答とさせていただきたいと思います。  

 くらて病院につきましては本年２月２０日より、通常受診の患者さんと発熱者の動線を交

差させないように従来型の発熱外来を開始し、４月２０日からは院内での感染を防止するた

め有症者の診察室と待合室として、先程からありましたように、屋外にコンテナ４棟を設置

し、院内にウイルスを持ちこまない対策をとっております。  

 このコンテナ４棟の設置費用につきましては、先程議員からもありましたように、町の支
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援策として１６７万２千円を支出しているところです。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 予算は１６７万２千円ということでございました。ＰＣＲ検査センターと言いましてもい

ろいろあると思いますが、東京都などは５，０００万円ぐらいの予算をかけてというような

ことのようです。やはり検査体制は非常に重要だと思いますので、予算があれば必要な予算

をぜひ支出していただきまして町民のためのしっかりとした検査体制を充実させていただき

たいなと思う次第です。  

 最近、ＰＣＲ検査につきましても大変な進化が行われております。６月２日ですか唾液を

検体とする検査、そして感染リスクが低い、制度にも差異がない、医療保険の対象にもなる

ということが発表されました。  

また７日には、ゲノム編集技術を用いた迅速検査法を東大等のチームが開発して、ＰＣＲ

検査と同程度の高い感度を持っておりまして、安価で検査できると。早ければこの冬までに

実用化したいなというようなニュースが流れていました。ぜひそういったものも取り入れて

いただきまして、なるべくお金が掛からない状況で、町民がＰＣＲ検査とかの感染の検査を

できるような体制をとっていただきたいと思っています。  

次の質問ですが、いま建設中の新病院ですが、ここにおいてのコロナに限らず感染症の検

査体制はどうなっていますか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 新病院における対策はということです。今回新型コロナウイルス感染症の拡大を受けて、

新病院における感染対策について本年４月に２つの変更を行ったというふうに報告を受けて

おります。 

 １点目は、簡易陰圧室の配置です。簡易陰圧室とは室内の空気や空気感染の可能性がある

細菌が外部に流失しないように気圧が低下している部屋のことです。  

 実施設計の段階では、簡易陰圧室を救急外来診察室、小児科診察室、講師室、透析室及び

病棟個室に８床としていましたが、今回の新型コロナウイルス感染症の状況により、当初の

計画から感染症検査室及び個室４床を追加したと報告を受けております。  

 追加した感染症検査室は、今回の新型コロナウイルス感染症のみならず、結核菌、マイコ

プラズマ、レジオネラ菌を加え将来危険性が注目されるスーパー耐性菌などの未知の病原菌

に対する遺伝子検査が短時間で対応できる陰圧室です。  

 ２点目は、現病院にも設置している発熱外来用のプレハブ施設について、新病院において

もより安全性に対応するため、感染症対応のための屋外発熱外来設置場所を確保するととも

に、電力の供給や電子カルテシステムの仕組みを追加し、設計を変更したとの報告を受けて
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おります。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 いろいろしていただいてかなり安心できるなと思います。  

 次の質問に移ります。２番目に、医療、社会福祉施設等に対する更なる経営支援というこ

とでお尋ねしたいと思います。  

 ５月の臨時議会で、医療、社会福祉施設等環境改善対策費として一律１０万円の給付が決

まりました。それだけでも助かるという声がたくさんありました。ただ現場では、特に介護

の現場など、密接の避けられない平常の介護等に要する体拭き、おむつを替えるとき等に使

うのですが、あるいは手指消毒用のアルコールが手に入らない、非常に困っていらっしゃる。

更には、こういう施設は認知症の方などがいらっしゃって、なぜマスクをしなければならな

いかということがお分かりにならない方、ゾーニングみたいにしていてもそんなことは全然

分からないで行ったり来たり徘徊をするとか、そういうような方がおられると、そういう中

では本当に、常に感染のリスクがあると。その中で非常に気を使って皆さん仕事をされてい

るわけです。だからエタノールが手に入らないなんて言うことは本当に致命的に大変なこと

なんです。 

 こういうものがなぜ日本の工業化の進んだ国で手に入らないのか不思議な気がするのです

が、何か確保の見通し等はありませんでしょうか。お尋ねします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては、保険健康課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗  恭輔君  

 お答えいたします。  

 現在、いま西藤議員が言われますように、手指消毒用のアルコール消毒液やエタノール消

毒液の確保につきましては品薄の状態であり、現在町としても入手するのに時間が掛かって

いる状況でございます。  

 今後も確保に努めますが、一時に大量での購入は難しい状況でございます。以上でござい

ます。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 次の質問ですが、先程も言いましたけれども（３）に行きますが、そういうふうな状況で
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認知症の方がたくさんいらっしゃって、そういうことが非常にリスクが高いわけですが、そ

ういう方が発症された場合のことを広域連合に尋ねたら、結局そういう状況なら入院が受け

入れられないことが多いと。だからその場合は入所を継続、発症しても入院が受け入れても

らえないから入所を継続しながら看病にあたるといいますか、そういうことをせざるを得な

いだろうという返事であったということで非常に不安に感じております。  

 そういうことがあるならば、先程も言いましたがアルコールとかマスクとか、そういった

ことだけでなくて感染に備えてのサージカルマスク、手袋、防護服、フェイスシールド、隔

離のための備品等も確保しなければいけない、それもなかなか確保できない、そういった確

保とお金も掛かる、そういう費用の支援もしていただきたいということもありますし、また、

一旦患者が出た場合は手に負えません。  

 そういう場合は、まずは速やかにＰＣＲ検査を受けて、医療にかかる体制が第１ですが、

手に負えないから専門の医師等の派遣、前もっての防護用具取り扱いの指導、こういったこ

とも必要になると、そういったことについては町の支援はどうなんだろうかという質問を受

けていますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 陽性者が出た場合の入所者の保護、医師等の専門家の派遣及び防護用具等の取り扱いの指

導等というご質問ですが、この件につきましても町が取り扱う事務ではなく、ほぼ県の役割

で、町が指示をしたり指導することはありません。報告を受けてまた答弁とさせていただき

ます。 

 先程、議員が言われましたように、介護保険の入所施設等で入所者に新型コロナウイルス

感染症の感染が判明した場合は、高齢者は原則入院となります。但し、地域の発生及び病床

等の状況によっては入院調整までの一時的な期間について、県（保健所）の指示により入所

施設等で入所継続を行う場合があり得ます。この場合、施設は保健所の指示に従って対応す

ることとなり、町が関与することはございません。保健所は可能な限り感染管理についての

専門知識を有する者の助言を得ることとされております。  

防護服、防護用具等の取り扱いについては、くらて病院としては事前に指導等の要請があ

れば対応していただけると聞いておりますし、それのＤＶＤも用意しているということです。 

以上です。 

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 ２番目を抜かしていたのですが、そのようなリスクの中で一生懸命従事していらっしゃる

方々がいらっしゃるわけです。  

今回一律施設に対して１０万円の給付がありましたけれども、そのような感染リスクの中
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で介護や医療に携わっている方々に、施設に対する給付とは別に一人ひとりに対する特別給

付が必要ではないかと思いますが、これはどうでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 国は新型コロナウイルス感染症対策の１つとして、全国７１０万人の医療従事者や介護施

設職員に対して１人あたり５万円から２０万円の慰労金を支給する令和２年度一般会計第２

次補正予算案を閣議決定し、昨日から国会で審議を行っております。  

新聞報道によりますと、今週末の１２日ころには成立するというような報道もあっており

ます。このことから、町としては医療、社会福祉施設等の事業従事者等への手当ての支給等

は現状では考えておりません。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 次の質問ですが、高齢者にも分かる情報の提供ということですが、業者の方がおっしゃる

には安心して経営を続けるためには、何かあったとき施設間の連携の調整、高齢者にも分か

る情報の提供、そういったことを町にお願いできないだろうかという声がありますが、そう

いうことはどうでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては、保険健康課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗  恭輔君  

 新型コロナウイルス感染症に関して､町から住民の皆様へ情報提供や注意喚起を行う場合、

広報紙やホームページ、チラシの全戸配布などの方法で行っております。今後も必要に応じ

まして町民の方への情報を発信して行きたいと考えております。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 次の質問に移ります。  

 小中学校等の今後の対応策はということで質問いたします。  

 ３月４日に始まった臨時休校の休業が終わりまして学校が再開されました。学年の締め

くくりと新たな学年のスタートの時期を含む３ヶ月近くの休校。子ども達に計り知れない

影響を与えていると思います。いま子どもたちはどのような学校生活を送っているのでし
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ょうか。お尋ねしたいと思います。  

 感染防止対策としてはどんな取り組みがなされておりますか。  

○議長 星 正彦君  

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君  

 この件につきましては、教育課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 各小中学校での感染防止策について説明いたします。  

 小学校、中学校におきましては基本的な感染症対策といたしまして、登校前、登校後、学

習中、給食、放課後の時間帯に分けて対策にあたっております。  

 具体的には、登校前はマスクの着用と検温をするようにご家庭に依頼しております。  

登校後は配布した健康チェックカードを提出し、体育館や昇降口、各教室で発熱や体調を

把握するようにしております。  

 学習中につきましては、手洗い場やトイレに手洗い石鹸を準備し、休み時間に一斉に手洗

いをしたり、できるだけ児童、生徒の座席と座席の間の距離を取ると共に、出入口や窓を開

放し換気に気を付けております。  

 学校によりましては、学級をグループに分けたり、ソーシャルディスタンス、距離感を育

てるために廊下にマークをいれたり、また手作りの透明なついたてを児童の机の前に用意し

たりしております。  

 給食につきましては、手洗い場や配膳室が密にならないように学年毎に開始時間をずらし

たり、配膳の仕方を工夫したりしております。  

 放課後は、児童生徒下校後にそれぞれの教室や体育館、使用した特別教室等の消毒を職員

で行っております。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 それでは２番目に行きます。  

 授業の内容とか方法、クラス編成等で以前と変わったのはどんなところでしょうか。お尋

ねいたします。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 授業の内容と方法についてご回答いたします。 

 各学校で学年毎に未履修な内容について、職員室に掲示したり、プリントにして配布した
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りして、全職員同一教科間、これは中学校ですが、で共通理解を図っております。  

児童生徒の力でできる内容につきましては、学習課題として臨時休校の間に家庭でさせ、

家庭訪問で確認して理解を深めて行くようにしておりました。  

 中学校につきましては、教師で作成した教材をネットで配信するという試みも教科によっ

ては行いました。ただ、ほとんどの学習は５月１８日以降に始まりました地区ごとや、学年

ごとの分散登校から学習内容を進め、前の学年の未履修の内容につきましては、６月３日の

段階ではほぼございません。現在の学年に沿った学習内容をほとんどの学校で進めておりま

す。 

 次に、クラスの編成についてお答えいたします。  

 学校については、１クラスの人数が多いので２つのグループに分けて指導を行ったり、少

人数での学習に対応できるよう複数体制での指導を工夫したりしております。  

 以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 中学校からの連絡などを見ましたが、夏休みは非常に短かかったりしているようです。そ

ういった夏休みや、その他の学校行事等の今後の見通しといいますか、どういうふうな取り

組みになるのでしょうか。お聞きしたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 夏休みにつきましては、一学期の終業式を８月７日、２学期の始まりを８月２４日からと

していることから、夏休みは８月８日の土曜日から８月２３日の日曜日までの１６日間とし

ています。尚、その他の行事につきましては、運動会、体育祭はコロナウイルス感染症対策

をした上で９月に時間を短縮して午前中に行う予定でございます。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 いろいろ聞きますと、生徒の下校後に全職員で消毒をしているというようなこともありま

した。子ども達も中学校に限りましたら、７時間授業と書いてあった日もありました。 

 子ども達にも先生方にも今までにない負担が掛かっていると推察いたします。この３０日

足らずの間ですが、いろいろな過ごし方をした子ども達がいて、生徒間の格差とか、様々な

個人差が広がって、今後きめ細かい対応をして行くためには人手を増やしたり、設備を整え

たり、時間や手間を惜しまない対応が必要になってくるのでないかと思います。  

 そこで町長にお尋ねしたいと思いますが、養護教員を始め教職員を増やしてスクールカウ

ンセラーやスクールソーシャルワーカー、学習あるいは清掃、消毒、オンライン整備などの
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ための支援員の増員を図っていただきたいと思いますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 いま西藤議員の方から教員に対しますいろいろな要望が出ております。これにつきまして

も執行部と、また教育委員会と話しながらできるのか、できないのか検討課題だと思います。  

 以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 教育長にもお尋ねしたいと思うのですが、これから今まで通りでは時間的にも少ないわけ

ですし、子ども達もいろいろな多様化、学力の差などもできていたり、家庭事情なども負担

になったりしていると思います。ですから子どもの実態に即した相違工夫、そういったこと

が必要になって来るのではないかと思います。ぜひそういうリーダーシップをとっていただ

けたらなと思いますがいかがでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 教育長。 

○教育長 栗田 ゆかり君  

 今の西藤議員のご質問にお答えいたします。  

 国から、また県の方からもそういう要望についての町としての必要なものは何かというこ

とと、いま調査が来ている段階でございます。  

 町として今何が必要なのかというのを教育委員会、それから校長会、教頭会と職員の皆さ

んのご意見等を吸い上げながら検討している段階でございます。  

今後どういうふうになっていくか、人員をまず確保するということはとても重要になって

くると思いますので、十分踏まえながら検討していきたいというふうには思っています。  

以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 ４番目でございます。  

 子ども達はこのコロナウイルス感染症の影響で非常に家庭環境が急変した子どももいて、

なかなか学習に真剣に取り組めない、気持ちが晴れないといった子もいるのではないかと思

います。新型コロナウイルス感染症の影響で家庭が急変した場合、就学援助の申請が４月以

外でもできると、４月に申請となっているが直近の収入状況で申請できるような柔軟な対応

ということを国も言っているようですので、もうしていただいているとは思いますが、ぜひ

担任の先生を通じまして子ども達にそれとなく家庭の状況などを聞いていただきまして、そ
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ういう悲しみや苦しみを背負うような子どもが１人でも少なくなるような対応をお願いした

いと思います。いかがでございましょうか。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 西藤議員がおっしゃいましたように就学援助につきましては、鞍手町の要保護及び準要保

護児童生徒就学援助費支援要項によりまして、随時各学校の校長を通じて教育委員会に申請

を提出するという仕組みがございます。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 ５番目ですが、こういうこともあろうかと聞いてみるのですが、保護者が感染して、子ど

もだけが残されるという場合があった場合の子どもの生活をどう支えるのか、そういう方策

はありましょうか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 保護者の方が新型コロナウイルスに感染した場合は、まずは親族の方にお願いをしますが、

親族などによって子どもの養育が難しい場合、福岡県では政令市を除き必要と認められれば

児童相談所の一時保護所などで保護することとしております。  

費用は国と県が負担することとしており、本町にそのような相談があれば迅速に保健所へ

繋ぐこととしています。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 最後の質問に移ります。  

 今週中にも梅雨入りしようかという状況のようでございます。自然災害が発生するという

ことも十分考えられます。そしてコロナの感染防止の対応、そういったことが非常に重要に

なって来るのではないかと思いますが、そういう意味での避難所の確保はどういうふうにな

っていますか。お尋ねいたします。  

○議長 星 正彦君  

 総務課長。 

○総務課長 三戸 公則君  

 お答えいたします。  

 本町の指定避難所は２０ヶ所ございますが、想定収容人数合計は８，７００人となってお

りますが、新型コロナウイルス感染症対策をとった場合につきましては、収容人数が約３分
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の１程度まで減るというふうに思われております。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 特にコロナウイルスの感染防止策はどういったことが考えられておりましょうか。  

○議長 星 正彦君  

 総務課長。 

○総務課長 三戸 公則君  

 感染防止策といたしましては、避難所における感染防止対策といたしましては、既に策定

しております避難所運営マニュアルの新型コロナウイルス感染症対策偏を新たに作成してお

ります。それを基に感染の拡大防止に努めることとしております。  

 この新たなマニュアルでは、避難所における感染症対策を始め避難者の健康管理、発熱者

等の対応、避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した時の対応などについて避難所にお

ける感染症対策を示しております。  

 具体的には、避難所の受付時に検温や健康状態の聞き取り等を行い、発熱や咳等の症状が

ある方につきましては、一般の避難者との接触を避けるため発熱者専用の避難スペース等へ

誘導するとともに、くらて病院等に連絡し指示を仰ぐようにしております。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 西藤議員。 

○１１番 西藤 典子君  

 そういうふうに十分対処策はあると思いますが、これは町民に周知徹底をしていないと、

いざというときには役に立たないということもあると思います。今後そういった具体的な手

立てを町民に情報の提供といいますか、そういったことでぜひお願いしたいと思います。  

 以上で私の質問を終わります。  

○議長 星 正彦君  

 以上で西藤典子議員の質問を終了します。  

 次に、８番議員 有働徳仁議員の質問を許可します。  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 通告に従いまして、４点について質問いたします。  

 現在多くの中小企業者や小規模事業者の方々が新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、

大幅な収入減少等で苦しんでおられます。  

 福岡県においては、令和２年５月１４日付けで新型インフルエンザなど、対策特別措置法

に基づき指定されていた緊急事態宣言が解除されたことで、私達の多くが安堵し、以前の日

常を取り戻すことに期待をよせました。 

 しかしながら、５月下旬から隣接する北九州市で学校や医療機関における新型コロナウイ
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ルス感染症のクラスター事例が複数発生し、今後第２波や第３波の襲来と県内各地域への感

染拡大が懸念される事態となりました。このような状況の中で更なる感染拡大を想定した上

で鞍手町の経済を懸命に支えている中小企業者、小規模事業者を救済する町の独自支援を構

築していかなければならないと私は考えています。  

 そこで、まず１点目として、中小企業及び個人事業主に対する持続化給付金への鞍手町の

独自支援の内容についてお尋ねします。また、比較のため国及び県の事業持続化給付金制度

について、その対象や申請方法などについて簡単にご説明下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 まず、制度の仕組みにつきましては、地域振興課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 お答えいたします。  

 まず、国の持続化給付金ですが、中小企業、小規模事業者、フリーランスを含む個人事業

者と、その他各種法人等で新型コロナウイルス感染症の拡大により売上が前年同月日で５

０％以上の減少がある月が１月でもある事業者が対象となります。  

給付額は法人が２００万円以内、個人事業主等が１００万円以内で、申請方法は電子申請

に限られております。申請期限は、令和３年１月１５日までとなっております。  

 次に、福岡県の持続化緊急支援金ですが、この対象者は国と同様でございます。しかしな

がら売上が前年同月で３０％以上、５０％未満という枠、この減少がある月が１月でもある

事業者で国の持続化給付金の対象となっていないことが条件となっております。  

 給付額は、法人が５０万円以内、個人事業主等が２５万円以内で、申請方法は国と同様に

電子申請に限られております。申請期限は今月末の令和２年６月３０日までとなっておりま

す。 

 最後に、お尋ねの町の独自支援策でございます持続化支援金でありますが、対象者は県の

持続化緊急支援金の給付を受けた事業者です。給付額は、法人が２５万円以内、個人事業主

等が１２万５千円以内で、申請方法は原則郵送としております。  

 申請期限につきましては、県の申請の末の２ヶ月後であります令和２年８月３１日までと

しております。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 それぞれの制度の仕組みについては理解できました。  

 では、国、県、町とそれぞれ現時点でどの程度の方か申請をされ、又給付金を受けられて
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おられますか、具体的な人数が分かればお答え下さい。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 お答えいたします。  

 国、県につきましては、事業者が直接電子申請をするため、町では申請者数や給付金の受

給者数は把握できておりません。ただ、鞍手町商工会が相談等を受ける際に把握されている

申請者数としましては、直近、昨日現在で国の持続化給付金が３２件、県の持続化緊急支援

金が１３件、町の持続化支援金が１１件という状況でございます。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 国や県への給付金申請件数や給付済実数は把握できないということですね。  

 それでは、町や商工会へ申請について相談されている件数は把握されていますか。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 相談等を受けました件数としましては、同じく昨日現在で町と商工会を合わせまして、こ

れはひとりの人が県、国にも相談するケースもございますし、数日にわたって複数回相談さ

れることもございますので延べ件数として報告いたします。国の持続化給付金が延べ２９２

件、県の持続化緊急支援金が延べ１９６件、町の持続化支援金が延べ９７件の相談を受けて

おります。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 相談された多くの方が申請していると理解してよろしいですか。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 そう理解されて結構だと思います。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 分かりました。それでは次の質問にまいります。  

 新型コロナウイルス感染拡大に係る中小企業者などの支援として、県内の他の自治体、例

えば小竹町では本年３月、４月、５月のいずれかの月で、対前年比１５％以上の減少があれ
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ば一律２０万円を支給する施策を実施しています。鞍手町の持続化支援金では３０％から５

０％の減少率のエリアのみが給付の対象であり、それ以外の事業者は減少率が多くても、少

なくても給付の対象とはなっていません。  

 先の臨時会では、対象を絞った理由について説明をされていましたが、もう一度その理由

をお聞かせ下さい。その上で対象となる減少率のエリアを広げて、希望者全員に対し持続化

支援金を給付するお考えはないのかお聞かせ下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程課長が制度の内容について説明したとおりでございます。対前年比で１月の減少率が

５０％以上ならば国の持続化給付金が受けられます。上限額は、法人が２００万円、個人事

業主等が１００万円です。  

 国の制度では、それ以下の減少率の事業者には全く支援がなく、この部分をケアする形で

福岡県が県独自の支援策として減少率３０％以上、５０％未満の法人につきましては、５０

万円、個人事業主等につきましては２５万円を持続化緊急支援金として給付しております。

しかしながら県の給付額は、国の４分の１でしかありませんし、決して十分ではないという

ふうに判断をしました。このため、町として今回は県と協調する形で支援を行うこととした

ものです。これにより県と町を合わせた給付金の上限額は、法人が７５万円、個人事業主等

が３７万５千円となっております。  

 議員がご指摘の３０％未満の減少率につきましては、通常の景気動向においても発生する

収入の減少率の範囲と判断をし、今回は支援対象から見送らせていただきました。  

今後の支援につきましては、先程も答弁をしましたとおり、現在国会の方で第２次補正予

算案が審議をされております。その中身、また市町村に対する臨時交付金につきましても配

分額等が全く見通せない中でもありますので、今後そういったものが確定した際に検討させ

ていただきたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 町の考えも理解できますが、事業者目線に立ったときに、やはり一番身近な公的機関であ

る町から全く支援がないというのは納得がいかない部分があるのではないかと思います。  

 その上で、３点目についてお聞きします。  

 ２点目の質問と重なる部分がありますが、本町に居住又は事業所がある事業主に対し、町

として国や県の支給条件に関わらず給付金などの支援策を講ずるべきだと思いますが、再度

町長のお考えをお聞かせ下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 
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○町長 岡崎 邦博君  

 先程の答弁と重なるところがありますが、今回の新型コロナウイルス感染症拡大に対する

事業者支援につきましては、国、県、町とそれぞれの規模や役割の範囲において進めて行く

べきだと思っています。  

 また、これまでの持続化給付金等の支援は、あくまでも緊急避難的なものであり、緊急事

態宣言が解除された現在においては企業継続をサポートする新たな支援策が求められている

というふうに考えております。  

 この問題に関しましては、町の経済団体である町の商工会と共にどのような支援策が効果

的なのか協議を進めております。国は今年度、先程答弁しましたように、第２次補正予算の

中で２兆円規模の地域創生臨時交付金を閣議決定して昨日より国会で審議を進めております。 

町としましては、その配分額を見定めた上でより効果的に中小企業者、小規模事業者の支援

ができるように様々な支援策について検討を進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 緊急事態宣言が解除されましたが、中小企業者や小規模事業者が以前のように事業を展開

できるようになるにはまだまだ時間が掛かると思います。本当の苦難はこれからやって来る

でしょう。町として有効な施策をスピーディーに実施されることを望みます。  

 それでは最後の質問に移ります。  

 国や県の給付金は電子申請が原則だと先程お答えされました。しかしながら鞍手町の持続

化支援金は申請書類の郵送を原則とし、また、福岡県持続化緊急支援金が給付された証が必

要ということでした。これでは給付が遅くなるのではないですか。  

支援金の申請手続きについては簡略し、早期に支給を実施すべきではないでしょうかお答

え下さい。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 申請の手続きにつきましては、地域振興課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 お答えいたします。  

 町の独自支援策であります持続化支援金につきましては、５月２０日の臨時議会で予算の

議決をいただいた翌日から申請方法等について関係者に周知をすると共に、５月２５日から

申請受付を開始しております。  

 本町の持続化支援金の給付要件であります福岡県の持続化緊急支援金を受けていることに
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つきましては、この県の支援金の申請受付が町の３週間前以上の５月２日より既に始まって

おりました。県の支援金は申請等に不備がなければ約２週間程度で指定口座に入金をすると

いうふうになっておりましたので、既に給付要件を満たした多くの事業者が申請をされ給付

金を受け取られているということが想定をされました。  

 また、県の持続化緊急支援金の振り込みを確認するということを申請の柱とすることで、

受給資格の他減少率などの複雑な審査、これを簡素化でき町の持続化支援金を素早く給付で

きるというふうな事業スキームとさせていただきました。尚、町の持続化支援金の申請の翌

日から振込まで掛かる日数は約１週間としています。毎週１回のペースで振り込むこととし

ております。 

 直近では、６月３日までに申請をされました１０件について、本日、６月９日に振込を完

了しています。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 今現在振込を実施されていることは分かりました。  

 若い経営者ならともかく高齢者など、電子申請の方法が分からず躊躇されたり、そもそも

パソコンなどを保有されていない高齢者の事業者もあるのではないでしょうか。そのような

方々のサポート体制はどうなっていますか。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 お答えいたします。  

 国や県の給付金の申請は電子媒体のみ受付とされていることから、例えば、パソコンなど

をお持ちでなかったり、申請方法をそもそも理解できなかったりされる高齢者などの事業者

を対象としたサポート体制というものが国や県で構築をされております。  

 国の持続化給付金におきましたは、県内１６ヶ所、また県の持続化緊急支援金におきまし

ては県内１０ヶ所のサポート会場で、パソコン等をお持ちでなくても申請ができるようにな

っております。  

 町内には、このサポート会場はございませんが、役場庁舎別館内に設置しております。こ

この１階に設置しております専門の申請相談窓口や町商工会の相談窓口において、受給資格

があるかどうかの確認、申請方法についての助言を行い必要に応じて国や県のサポート会場

をご案内をしております。  

また、給付の対象となる可能性があっても申請や相談をされていない事業者、私はもうい

らないというような、貰えないだろうという思い込みの事業者もいらっしゃるということで、

そういう事業者に対しましては町の商工会から直接電話連絡等をしまして、その状況を確認

し、給付金が行き届かないといった事態にならないように積極的な申請サポートに努めてお



 17 

ります。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 有働議員。 

○８番 有働 徳仁君  

 繰り返しになりますが、新型コロナウイルス感染拡大に対する中小企業者、小規模事業者

達の戦いは始まったばかりです。今後とも事業者達の声に真摯に耳を傾け、きめ細やかな支

援を早急に実施されることを希望しまして私の一般質問を終了いたします。  

○議長 星 正彦君  

 以上で、有働徳仁議員の質問を終了します。  

 次に、３番議員 田中二三輝議員の質問を許可します。  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 通告に従いまして一般質問を行います。  

 まず最初に、この数回の議会に亘りまして意見を交換しています町有地以外の不法に投棄

されたゴミ処理についての問題でございます。  

 公費支出に関し、町長と意見を交わしてまいりましたが、お互いの考え方の違いから感情

的なやり取りが続き、有意義な意見交換ができていないというふうに感じておりますし、ま

た、その場において目上である町長に対しての私の発言や言葉遣い等に不適切、または失礼

があった部分もあろうかと思いますが、まず、その点についてはお許しいただきたいという

ふうに思います。  

 今回は、この問題につきまして私の方から数点ご提案を申し上げ、この問題につきまして

最後にしたいというふうに考えております。  

 まず、町有地以外の不法に投棄されたゴミ処理については、高齢化の著しい本町の現状を

鑑み、行政サービスの一環として適正な公費支出が可能となるよう、要項又は内規等でルー

ル化をし、今後の町民の相談に応じる体制の構築というのをするということでございます。

但し、この費用全額を町が負担するということは好ましくはないのではないかなと考えます。 

 不動産を所有する者、又は、使用する者は当然にその不動産の管理を行う義務があり、不

法に投棄されたとはいえ、その管理義務を怠ったと言わざるを得ない。  

 また、その不動産の管理を行う所有者が不明である空き地、空き家等にあるゴミが不法に

投棄されたものであると確実に判断することができ、かつ、周辺環境の著しい悪化が懸念さ

れる場合には、町はそのゴミの片付けの手助け、又は、上限を設けて費用の一部が負担でき

るような明確なルールを構築し、担当職員はそのルールを遵守し業務にあたる。  

 更に、町長は直接、町民からの相談には応じない。  

 町有地以外の不法に投棄されたゴミ処理についての対応として、以上をご提案したいとい

うふうに考えますがいかがでしょうか。 

○議長 星 正彦君  
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 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 昨年の１２月議会、今年の３月議会と２度の議会に亘り、田中議員より不法投棄されたゴ

ミ処理について大変厳しいご指摘がありました。  

 私自身有意義な議論だというふうには考えております。  

 議会の中でも答弁したとおり、田中議員のご指摘を受けて鞍手町廃棄物の不法投棄防止、

及び処理に関する要項を定め、本年６月１日から施行をしております。  

 今後は、この要項に基づき廃棄物の不法投棄防止及び処理について手続きを行ってまいり

ます。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 ６月１日告示された鞍手町廃棄物の不法投棄防止及び処理に関する要項と、これは鞍手町

の環境美化条例に関する趣旨に基づいて条例の運用をより具体的にしたものだというふうに

受け止めております。  

 私が只今提案した内容は、更なる行政サービスの向上に努めていただきたいといった意味

でご提案をさせていただきました。今後この提案を受けるか否かにつきましては、執行部の

方で十二分にご検討していただきまして、更なるルールの拡充と職員の方々のルールを遵守

することで、誰もが安心して担当になることができ、業務に専念できるといったことに繋が

るのではないかなということを期待してのご提案でございますので、ご検討いただければと

考えております。 

この問題につきましては、以上で終わらせていただきまして、新型コロナウイルス感染症

に対する鞍手町独自支援について、次の質問に移らせていただきます。  

令和２年第３回臨時会で提出されました議案第４０号鞍手町一般会計補正予算第２号で

も質疑をいたしましたけれども、国が定める基準日以降に誕生する新生児に対する鞍手町独

自支援として、将来同学年となる子どもに不公平感が生じないためにも１０万円の支給をす

べきではないかというふうに考えておりますし、昨日の新聞報道では、隣の市もこの取り扱

いを積極的に取り扱っているというふうに聞いております。  

そこでまず、例年の新生児の誕生数といいますか、数というか、と現時点で発行済の母子

手帳の数が分かれば教えていただきたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗 恭輔君  

 お答えいたします。  

 例年の新生児の数ですが、年度でいきますと、平成３０年度で７４名、昨年度、令和元年

度では６２名でございます。  
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それから母子健康手帳の発行件数は、いま現在妊娠している方に発行している数でござい

ますが４１名分を発行しております。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 令和２年の４月２８日から翌令和３年４月１日の間に生まれたお子さん、その親、又は扶

養者に対してこの給付金を祝い金といった形で給付をする。またこの間に転入して来られた

方で同期間内に誕生した新生児を養育する者及び出産した場合は３ヶ月程度本町に居住が確

認された時点で同様に祝い金として給付すると。  

この対象となる新生児は、いま数字を言っていただきましたが、１００人程度だというふ

うに推測することができます。 

鞍手町にとっては１，０００万円といった金額になると思いますが、厳しい財政の中で

厳しい支出になると思いますが、コロナ禍により生活に不安を感じる新生児を持つ世代にと

って非常に意義のある予算支出になるのではないかなというふうに考えます。  

このことは、子育て世代が鞍手に居することへの感謝を示して、子育てを大事にしている

町として大きな一手となりうるのではないかなというふうに考えます。その環境を拡充する

役割を十分果たすと思います。  

特別祝い金として早急に予算化していただきたいというふうに考えますが、いかがですか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 特別定額給付金につきましては、国の基準日である４月２７日において住民基本台帳に記

録されている者を対象に、一人に付き１０万円を支給されるものであります。また、この特

別定額給付金は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う不安に対処するために国から支給さ

れたもので、これは家計への支援を支えるものというふうに位置づけられております。  

 いま、田中議員からご質問がありました基準日以降に誕生する新生児についての特別祝い

金という形での支給を１０万円してはどうかというようなご質問でありますが、この特別定

額給付金という性格からしますと、私個人としては若干違うかなというふうな感じをしてお

ります。 

 ただ、ご指摘の件につきましては、国会で審議されている第２次補正予算が成立し、新型

コロナウイルス感染症対応地域創生臨時交付金の配分額が確定した後に慎重に検討していき

たいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 先程も申しましたけれども６月２日の新聞報道によりますと、隣の宮若市も新生児に対し
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同様な給付金を独自に支給するという、これはもう議案が提出されているというふうに新聞

では報道がされていました。  

 本町においても実現に向け積極的に、また、早急に取り組んでいただきたいというふうに

考えております。このことが１日も早く実現できることを強く期待をしております。  

 次に進みます。  

 次は学生に対する支援の件でございます。  

 近々の我が国の将来を担う鞍手町居住、又は出身者で勉学に励む学生に対し返済不用な、

仮称ではありますが、「コロナ奨学金」等を町独自支援として創設するお考えはありませんか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 学生への支援策につきましては、国は高等教育就学支援新制度による新型コロナウイルス

感染症の影響で学費等支援が必要になった学生に対して、授業料、入学金の免除や給付型奨

学金の支給を実施しております。この制度においては、今回の新型コロナウイルス感染症に

よる家計急変の場合の特例措置等も設けられております。  

 また、国の第１次補正の予備費により学びの継続のための学生支援給付金が創設されてお

りますので、国の制度を活用していただければというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 町長がそういうふうなお考えであれば尚更のこと、そういった国の支援金等々が利用可能

な状況だといったようなことを広く学生達にも知らせる必要があるというふうに考えていま

すが、この知らせ方、方法というか、通達の仕方というか、そういったものについてはどの

ようにお考えですか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この対象学生に対しては、各大学等にまず申請をし、そして審査を受け、リストの提出を

行って日本学生支援機構に対して国が補助金を支出し、その日本学生支援機構から支給を対

象学生に対して振り込まれるということであります。ですから、これは各大学等が当然なが

ら学生に対して、この情報については提供しているというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 町長のおっしゃることも十分分かります。当然その大学が学生に対して情報提供をしてい

るということは分かります。  
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 それはそれとして、鞍手町もそういった学生達がそういう情報の入手漏れとかがないよう

に、例えば、これはホームページでいいと思います。学生はよくホームページ等使いこなせ

ているだろうということが推測されますので、これはホームページ上でもそういった資金を

国が用意しているといったようなことで、各大学等々で確認を促すような、そういった形の

ホームページ上での情報提供といったものも考えられるのではないかなというふうに思いま

すが、町長もう一度お答え下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 田中議員からホームページと、特に若い大学生というのはホームページやライン等をよく

使いこなせているというふうにも考えますので、ご指摘のとおりホームページやライン等で

周知をさせて行きたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 私が先程申しました、仮称ではございますが、返済不能な「コロナ奨学金」等の創設とい

ったことに関しましては、ちょっと話がずれたような気がしますが、今後国の２次補正、３

次補正等で町の方に十分な余力ができた場合には、今後長期のコロナウイルス感染症との戦

いになると思いますので、こういった創設というか、学生に対する特別な町からの支援とい

うか、補助というか、そういったものも検討の課題の１つというふうに私は認識しておりま

すので、ぜひそういうふうな形で今後検討課題の１つとして頭の片隅においていただきたい

と思いますが、もう一度お答えをいただきたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 コロナ奨学金を創設すべきということで、これは１回限りではなくて、経年ということだ

ろうというふうにも思います。こういった奨学金等につきましては、先程言いましたように

高等教育就学支援新制度によってこれは給付型です。給付型の奨学金の支給があります。そ

ういったものを利用していただきたいというふうに思っています。 

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 それでは学生に対しても、先程言いましたホームページ等で情報提供の拡充を図っていた

だきたいといったところは実現可能かなというふうに受け止めております。コロナ奨学金と

いうか、そういったものの創設につきましては、現在国の方で利用可能な状態である資金を

ということでございますので、そのように受け止めさせていただいておきます。  
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 最後になりますが、本町の新型コロナウイルス感染症に関する医療体制についてお伺いを

いたします。 

 北九州市などでは感染者の数の増加、これは現在のところ、おそらく感染が再発している

状況にあるというふうに考えておりますが、鞍手町に関する医療体制については、行政の方

からご報告等がなかった状態でございますので、多少状況確認等をさせていただきながら質

問を進めたいと思います。  

 まず、本町では感染者が出ていない状況であるというふうに報道されていますが、これは

間違いないことでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 これも通告の方にはありません。ですが今報道されている情報の中では、鞍手町ではまだ

感染者の報告はあっておりません。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 通告にはないということですが、お答えいただきましてありがとうございました。  

 町長は今この町民が誰１人として新型コロナウイルスに感染していないというこの状況を

喜ばしいことだというふうにお考えですか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 これは６月の広報紙の中で、町民に対してお礼とお願いというメッセージを出しておりま

す。その中で町民の皆さんがこの新型コロナウイルス感染症に対して非常に理解を深めて、

外出自粛等の行動を行っていただいたその成果が現在まで感染症の報告を受けていないとい

うことで、大変町民の皆様に対して感謝をしているところです。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 町民の方々の行動に対する感謝という気持ちは私も同じように思っております。  

 町長ここで逆に考えていただきたいと思います。逆に考えると新型コロナウイルスに対す

る抗体を持った町民が本町には誰もいないといったことで、感染拡大の要因は隠れていると

いうふうにまず認識すべきではないかなというふうに思います。  

 そこで、先程前の質問者にもありましたが、くらて病院等に対する医療体制といったもの

は県からの指導に従っているといった答弁があったかなと思いますが、くらて病院や本町の

開業医との医療連携といったものの構築というのは進んでいるのか否か、答えられる範囲で
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かまいませんのでお答えいただけますか。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程も西藤議員の答弁の冒頭に申しましたとおり、いまご質問の件に関しましては町の一

般事務の取り扱いの範囲を超えています。そういった意味でなかなか答弁をしようにも答え

が用意できないということであります。  

 いま田中議員が言われたように、特に感染症に対する医療体制等につきましては、国、県

が中心になって行っています。県については医療指導課が担っているところでありまして、

鞍手町そのものがこの医療体制に関わることはありません。  

ただ、くらて病院に対して、この質問に対しても報告をいただいておりますので、今回に

限り報告した内容を保険健康課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗 恭輔君  

 お答えいたします。  

 くらて病院に確認しましたところ、いま田中議員がおっしゃいますように町内の医療機関

の体制につきましては、福岡県の指示のもとルール化がされているとのことでございます。  

 例えば、町民の方が発熱等の症状があり、新型コロナウイルス感染症の疑いがある場合、

町内の掛かり付けの医院に受診されますと、掛かり付けのお医者さんの判断によりまして、

嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所に設置されております、帰国者、接触者相談センター、ある

いは、帰国者、接触者外来、これは指定された医療機関でございますが、にＰＣＲ検査の依

頼をされます。そこでＰＣＲ検査が必要と保健所の方が判断されればＰＣＲ検査を受けるこ

とになります。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 政令指定都市等は、その市、自治体の方で感染症の方策、方針といったものが立てられて

いる。それ以外の市町村につきましては、県の指導によってやるといったルールであるとい

うことだと思います。従って、まあ現在の医療体制とかといったことについて町の方が把握

できないといったことは十分に理解できます。  

 ただ、感染症が疑われるような方が、開業医やくらて病院に外来として行く、又は無症状

な状態で行くといったような場合も想定されると思いますが、これもお答えできればという

ふうに思いますが。更には、消防の救急隊が必要に応じて搬送等を行うと思うのですが、こ

れらの防護資材といったものの現在の備蓄、又は調達状況といったものは把握できているの

でしょうか。もしできていなければそれはそれでかまいません。  
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 ただ今後そういったものが町の方で把握できるのであれば把握して行く努力をしていただ

きたいというふうに思いますがいかがですか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 町の方ではそういったものは把握しておりません。感染の疑いのある患者さんが来た場合

ということについても、これはくらて病院の方に若干伺いました。  

 まず、発熱外来での診療ということで、医師、看護師等は完全装備にて対応するというこ

とです。状態として発熱、咳等を見てインフルエンザ、マイコプラズマ、溶連菌等の検査、

ＣＴの撮影等を行いながらＰＣＲ検査をした方がいいと判断されれば保健所に連絡し、ＰＣ

Ｒ検査を行うということで、くらて病院の方では検体の採取はするということで、それを検

査機関に出すということです。  

 検査機関がくらて病院に取りに来る時間が１６時ですので、それまでに採取した検体の結

果は翌日には分かりますが、１６時を過ぎて献体を採取した場合は翌々日になるということ

でした。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 本町の方に感染症に対する事務処理等が許可されていない状況の中でというのは十二分に

分かるのですが、行政が準備すべきものなのかどうかというのは私も自信が全くないわけで、

お伺いをいたしますが、よく言われる無症状者、又は中症等の患者の経過処置、経過観察と

いったものが、報道によると、どこどこのホテルを借り切ってとかといったような形で報道

されております。  

 鞍手町でそういった症状の方が出た場合、どこでどういうふうな経過観察を受けることが

できるのか、もし今把握されているのであればお答えいただきたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗 恭輔君  

 お答えいたします。  

 無症状や軽症、中症化の患者の経過観察でございますが、これも県の指示ということでく

らて病院の方から伺っておりますが、重症化の患者さんにつきましては、県の指定された医

療機関での入院治療、それから入院しなくてもよい軽傷の患者さんにつきましては、福岡県

が確保しています宿泊施設、あるいは自宅での療養というふうになると伺っております。  

 以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 
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○３番 田中 二三輝君  

 県の方がそういった宿泊施設等も用意しているといったことでございますが、北九州市の

方で先日病院クラスターが発生して、近隣の市町村の緊急病院に対して緊急患者等の受入れ

を要請するといったようなことが行われているといったようなニュースも報道されておりま

す。北九州市ですらそういった状況でございますので、鞍手で発症した場合、発症者は今言

う指定された医療機関といった表現でしか言われていませんが、どこの病院で医療提供が受

けられるのでしょうか。  

 また、県が用意しているそういった施設等々のその自治体自身で感染者が拡大した場合に、

本当に鞍手町の発症者が受け入れていただけるのかどうかという非常に心配が残るのですが、

その辺はどのように理解したらよろしいのでしょうか。  

○議長 星 正彦君  

 保険健康課長。  

○保険健康課長 梶栗 恭輔君  

 只今のご質問ですが、県の指定医療機関というのは、今回この新型コロナウイルス感染症

が感染症に指定されております。ですから福岡県が指定している感染症に対応できる医療機

関、病院ですね。そういったところでの治療になるというふうには伺っております。  

 医療機関の確保が難しくなれば病院も、聞いたところによりますと、ランクごとに受入体

制をとって下さいという話があっているそうなので、軽症者等を宿泊施設等も不測の事態に

なれば当然本町にありますくらて病院の方もそういった無症状の感染者だとか、そういった

受入が県の方から依頼があるかも知れないという話は伺っております。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 田中議員。 

○３番 田中 二三輝君  

 今回感染症ということでございますので、本町独自で医療体制ができたり、医療連携がで

きたりといったことに関してはかなり大きな壁がある、壁と言ったらおかしいのですが、そ

ういった決まりがあって自由な裁量で動けないといったところがあるというふうなご答弁だ

と思いますが、その中でも本町でできることは積極的に取り組んでいただきたいというふう

に思いますし、それが町民の不安の解消といったものに繋がって行くのではないかなという

ふうに思いますので、ご担当の方は大変ご苦労だとは思いますが、その点を十二分にご配慮

いただいて今後の対応を期待したいと思いますし、町長は更なるそういった職員の方々の動

きやすいような環境を作っていただきたいというふうに考えております。このことを申し添

えまして、私の一般質問を終わります。  

○議長 星 正彦君  

 以上で田中二三輝議員の質問を終了します。  

 ここでしばらく休憩します。  

休憩１１時２８分  
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再開１１時４０分  

○議長 星 正彦君  

 会議を再開します。  

 引き続き一般質問を行います。  

 ５番議員 新谷留晴議員の質問を許可します。  

 新谷議員。 

○５番 新谷 留晴君  

 通告に従いまして一般質問を行います。  

 新型コロナウイルス感染症対策による本町の緊急独自支援対策について質問いたします。  

 現在我が町では、児童数、これは児童手当対象者でございますが、３歳児未満２２３名、

３歳以上、小学生未満が９７５名、中学生が３３５名、合計１，５３３名。 

それと児童手当３月分対象者が１２２名、合計１，６５５名となっております。  

 この中には公務員の児童の方は含まれておりません。それは居住市町村からの児童手当が

支給されるために除外されております。  

 児童手当についてですが、国費に月５，０００円上乗せ、ひとり親家庭については１万円

を臨時特別給付金とするようになっておりますが、この支給については今回１回限りのもの

であるかどうか、また、２次、３次と感染が拡大すると予想されておりますが、本町におい

ては今後どう対策をお考えか質問いたします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先程もありましたが、これが１回限りかどうかというような質問は通告にありませんでし

たが、今回の支援策については１回限りでございます。  

また支援策につきましては、国においては低所得のひとり親世帯を対象に新型コロナウイ

ルス感染症の影響による子育て負担の増加や収入の減少に対する支援を行うため、ひとり親

世帯臨時特別給付金、これは仮称でございますが、５月２７日に閣議決定をされております。

今後は速やかな給付の支給を行うため関係機関と連携して事務を進めて行きたいというふう

に考えております。  

尚、今後町の独自支援策につきましては、現在、先程も何度か答弁をさせていただいてい

ますが、国で審議されております臨時交付金の配分額等が決定され次第子育ての支援につい

て検討してまいりたいと考えております。  

○議長 星 正彦君  

 新谷議員。 

○５番 新谷 留晴君  

 今から検討されるということは十分確認できましたが、児童手当法という中に総則、目的

という欄がありますが、ちょっと読み上げます。  
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 「この法律は父母、その他保護者が子育てについて第一義的責任を有するという基本的認

識の基に、児童を養育している者に児童手当を支給することにより、家庭等における生活の

安定に寄与すると共に、次代の社会をになう児童の健やかな成長に資することを目的とする」

とあります。 

 これは、今後感染が２次３次と拡大して行く中で、先程町長の方から１回限りの給付とい

うことでありますが、本当に打撃を受けるのは、感染が１月末からずっと発症しているわけ

ですが、本当に生活そのもの、児童の安全確保をするためにも影響が出るのは今からだと思

います。３、４、５、６この月は非常に厳しいかと思いますが、支給金額は５，０００円と

なっています。ひとり親家庭については金額が変わって来ますが、この支給金額を多少減ら

してでも長期に亘り３ヶ月間、半年間というふうに支給するお考えはありませんか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま質問者の方から言われましたとおり児童手当につきましては、法律で言われていると

おり定められております。従いまして一義的には国がそういった子育て支援に対して支援を

するものということで児童手当、又はひとり親世帯に対する養育手当てがあるというふうに

考えておりますので、今議員がご指摘のとおり、まずは国が全国の子どもに対してどういう

支援ができるか、またそれが継続してできるか、それが本来法律に基づいた児童手当である

というふうにも考えておりますので、国が今回は１万円１回限りについては支給をされてお

りますが、今後２次補正でどのような施策がでるのか、また今後国自体がこういった長期に

亘って景気が低迷し、各家庭の所得水準等が低下した場合に、子どもを持つご家庭自体の生

活が非常に苦しくなってくるというようなこともあれば、新たな支援策も国の方がまずは考

えて来るのかなというふうに思います。  

 町としましては、まず、独自支援策として国の支援に上乗せする形で５，０００円を前回

の支援策として各家庭に提供しておりますが、それが十分でないのか、また今後どのような

景気状況に基づいて各家庭の世帯自体に影響があるかどうかも含めて第２次補正予算の臨時

交付金を充てられるかどうか、そういった今後の対策については先程も申しましたように、

予算の配分額、又は支援額等がまだまだ全く確定しておりませんので、そういったものを決

定した中で考えて行きたいというふうに思います。  

○議長 星 正彦君  

 新谷議員。 

○５番 新谷 留晴君  

 ありがとうございます。  

 言うなればここに掲げている本町の独自支援給付金というふうに名を打っていますので、

当然、国、政府の下に我々は動いていると思いますが、いま一度町としての独自の考えをま

とめていただいて、良い方向に進めていただきますようよろしくお願いいたします。  
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 次に、水道料金については基本料金を６ヶ月間免除としていますが、その他のライフワー

クによる電気、ガス、ゴミ袋等に対して補助するお考えはございませんか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 その他の電気、ガス等の補助については、料金支払いの猶予や支払延滞の対応について迅

速且つ柔軟な対応を国が電気、ガス、自動車に要請をしております。  

 今回国民１人あたり１０万円を給付しました特別定額給付金は、新型コロナウイルス感染

症拡大に伴う不安に対処するため国から支給されたもので、これは家計への支援を支えるも

のと定義付けられておりますので、本町においては、ガス、電気の補助については考えてお

りません。 

 また、電気、ガス等の公共料金につきましては、ここの生活スタイルなどによりまちまち

であることや、電気やガスについては政府が上限認可を行っており、先に申しましたように、

国から各事業者への通達により延滞の対応を促しておりますのでご理解をいただければと思

います。 

 また、ゴミ袋につきましては、先程もお答えしましたが、国の第２次補正予算がいま審議

中であります。それで町に対する臨時交付金の配分等を見定めながら活用の事業については

精査をし、調整をさせていただきたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 新谷議員。 

○５番 新谷 留晴君  

 電気、ガス等については補助をする考えはないということですが、町長の言われます国か

らの給付金１０万、一応この中から歳出しなさいというふうに受け止めたのですが、実際こ

の給付金の１０万円について、本当にそこまで受け取る我々町民がそれにあてがうような考

えがあるのか、それは非常に疑問だと思います。  

 いろいろ世間の皆さんがお話ししているのを耳にしますが、「何を買おうか」、中には「車

を買おうか」、そういった話も聞こえます。  

 これを打ち出した時点で政府なり町がこの給付金に対して、こういった使い方をするよう

にというような指示というのは、政府も、町も３密を避けなさい、それからステイホーム、

外出をしないように、家におるように、そうすると当然今までの一般家庭生活よりも当然消

費が多いわけですね。この辺を町民がもっと理解しなくてはいけないと言われればそれまで

ですが、その辺が、今町長が言われることが町民の皆さんに浸透していればこういう独自の

補正することはないかと思います。これは今一度広報にも載せていただいて、全町民に行き

渡るようによろしくお願いいたします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 



 29 

○町長 岡崎 邦博君  

 １０万円の定額給付金につきましては、ほぼ今９０数パーセント振込が行われているとい

うふうに思っております。その使い道等につきましては、給付をされた方が独自に考えて、

どのようにお使いになるか、これもまたご自由であると。  

 ただ先程言いましたように、この定義としては感染拡大の防止のため、感染拡大に伴う不

安に対処するために家庭への支援をさせるものとして定義付けられておりますので、用途と

しては制限はありませんが、一応そういうことで１０万円の定額給付が行われているという

ふうに思います。 

 そしてまた、先程も言いましたが、ガス、電気については、これは一応公共料金というよ

うには言われていますが、この認可は政府がするものでありますし、上限についても政府が

するものであります。例えば、電気、ガスの他にも鉄道の運賃だとか郵便料だとかも政府が

認可をして決めるものでありますので、町が独自でそれについて料金をどうの、こうのする

というふうにはなかなかならないというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 新谷議員。 

○５番 新谷 留晴君  

 ご意見ありがとうございました。  

 以上をもちまして質問を終わります。  

○議長 星 正彦君  

 以上で新谷留晴議員の質問を終了します。  

 次に、４番 宇田川亮議員の質問を許可いたします。  

○４番 宇田川 亮君  

 通告に従いましてコロナ危機の対応について質問をいたします。  

 ただ、前４名の議員がほぼ全てコロナの関係の質問でしたので、私もいっぱい項目を上げ

ていますが、ダブっているところは極力割愛しながらいきたいと思います。  

 それから、最初に言っておきますが、２番の町独自支援の（２）持続化給付金と書いてい

ますが、これは国の言うことで、町で言えば支援金ということになります。最初に訂正させ

ていただきたいというふうに思っております。  

 それでは質問に移ります。  

 新型コロナウイルス感染拡大により医療体制が逼迫し、介護、福祉、教育現場はかつてな

い困難に陥っています。更に休業要請や自粛による廃業、倒産の危機、解雇や雇い止めと生

活困窮が広がっています。感染拡大や医療崩壊を止めるためには、自粛や休業要請と一体の

補償、検査態勢強化と医療現場への財政支援が緊急に必要だというふうに考えています。そ

ういう立場からの質問をさせていただきます。  

 まず、感染拡大等について、抗体検査の今の現状を先程から述べられていますが、もう一

度簡単にご説明下さい。  
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○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 質問にあります抗原抗体検査、これも今まで議員が質問の中で、これも町の取り扱う事務

ではございませんが、くらて病院の方に要請をし、報告をいただいていますので、その報告

を答弁に変えさせていただきます。  

 抗体検査につきましては、５月１３日に国の承認があり医療機関が各都道府県と契約し行

われる検査です。  

ＰＣＲ検査により感度が低いもので、くらて病院としてはあまり取り組んでいないとの報

告です。また、抗体検査につきましては、過去に感染していたかが分かる検査であり、くら

て病院に確認しましたところ検査の感度が得られる科学的検知が不確実であるとのことで、

抗体検査は取り組んでいないとの報告でした。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 福岡県でも緊急事態宣言が解除されました。先程の町長の答弁の中で、町民に対してあり

がとうございましたというようなお礼の文書も含めて述べていますが、誰も掛かっていない

わけでもないし、このコロナに対する考え方としては一人一人がみんな感染者だと思って対

応していかないといけない。ですからマスクもしなくてはいけないし、距離も取って行かな

いといけない。そういう状況で、まずそういう考えを前提にしてやらないと、ありがとうご

ざいましたと言ったら、町民は考え方によっては「ああよかった、よかった、大手を振って

遊びに行こう」というような考えに陥ってしまうのではないかというふうに思うわけです。

やはり、ここは２次、３次の感染拡大があるかも知れないということも肝に命じて、決して

警戒を緩めては駄目だというふうに思うわけです。  

 それにしても鞍手町の町民の中で陽性感染者はまだ一人も出てはいません。ただそれはＰ

ＣＲ検査等が行われていない、数が圧倒的に少ないからであるというふうに思うし、先程言

いましたように私も感染しているかも知れない。それは検査をしていないから分かりません。

ですから、ＰＣＲ検査は県の仕事と言われますが、緊急事態宣言解除を受けて、今休業要請

が解かれていってやっていますが、やはり検査の強化をして、検査数を増やして、まあ検査

して、２週間前のしか分かりませんが、今あなたは陽性ではありませんというのが分かった

上でようやく町民はそこで安心するわけですよ。  

 だからＰＣＲ検査の強化をやった上で、それと補償一体の上で休業要請を解除するとかと

いうこともやらないといけない。県であるならば、県に対してＰＣＲ検査の強化をしっかり

と要請するべきではないですか。というふうに私は考えますが、町長の考えを教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 
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○町長 岡崎 邦博君  

 まず最初に６月の広報紙を読んでいただければ分かりますが、お礼とお願いというメッセ

ージを出しておりまして、最初は今まで感染者の報告がないということで町民の皆様の行動、

意識の高さで出ないということでお礼と、ただ今後も第２波の恐れがあるということから、

新しい生活様式、いま議員が言われましたように、マスクだとか、頻繁な手洗いだとか、ソ

ーシャルディスタンスだとか、そういったことについて新しい生活様式についても皆さん今

後も努力していただきたいというようなことで、注意喚起も促したメッセージになっていま

す。その辺ももう一度ご確認いただければというふうに思います。  

 それと同時に、ＰＣＲ検査を県の方に要請をしてはというようなことでありますが、実は

先日日本医師会から県の医師会に対してＰＣＲ検査をしようということから、県の医師会か

ら直鞍の医師会に対して要請があっております。そして、６月某日から実際に直鞍の医師会

の中でＰＣＲ検査をするというふうな体制をとっているということです。  

 それについては開業医の先生のところに疑いのある患者さんがあった場合に直鞍医師会の

方にこういう患者さんがあるということで連絡をし、医師会がその検査についてするという

ことになっております。  

 そういったことで直鞍地区に限らず、福岡県内においてはそういったＰＣＲ検査をするよ

うな体制を整えつつあるというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 ぜひそれは進めていただきたいわけですが、特に医療崩壊を防ぐためには医療従事者の定

期的なＰＣＲ検査は必要だと思います。そうしないと、いつだったか、ある開業医の先生が

陽性反応が出まして、それから患者さんは誰も来ないというような。あ、先生じゃなく患者

さんが出て、といったこともあるし、今医療機関に掛かるのをためらう患者さんが本当に増

えているのです。  

それは歯医者も、目医者も、どんな医療機関でもそうだと思います。今まで、１ヶ月に１

回薬を貰いに行っていたのを、二ヶ月に１回にしてもらうとかということで患者さんの受診

控えも出て来ているような状況です。  

 後でも話しますが、そういった中で定期的なＰＣＲ検査を医療従事者がやることで医療崩

壊を事前に防ぐ一助になるというふうに考えるわけですが、町長の考えを教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 これは私の個人的な見解ということになろうかと思いますし、ただ今関連するところとし

ては、くらて病院についてはＰＣＲ検査については今後救急の患者さん、又は、入院患者さ

んについては検査をしたいというふうに考えておるようです。そしてその体制については整
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えるというようなお話も聞いております。と同時に、従事している先生、看護師さんを含め

て、くらて病院に従事している方についても検査を行っていきたいというようなことは、お

話としては聞いております。  

 ただ、開業医の先生方がどうであるかということにつきましては、なかなかこちらの方で

関知をすることではないというふうに考えますので、それを町がどうするということにはな

かなかならないのかなというふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 あちこち飛んですみませんが、４番とも絡みがあるので、４番のくらて病院をはじめとす

る医療機関の対応はというところにも絡みがあるので、それとＰＣＲ検査の関係です。  

 くらて病院ではそういう医療従事者も含めてＰＣＲ検査をするかも知れない、断定ではな

いけれどもそういう話が出ているというような状況ですので、設置者としてもぜひそういう

方向で進めてもらいたいというようなお話だけでもぜひしていただきたいというふうに思い

ます。 

（２）番の小中学校の対応なんですが、先程現在の状況等を詳しく説明していただきまし

た。ただ、この休業中も３ヶ月ほど子ども達も学校に行っていないような状況です。大変心

が。友達とも会えない、勉強は私は進んでいるのだろうか、遅れてはいないだろうかと、い

ろいろなことで悩んだりとかということがあったと思います。  

いま又、学校は再開しましたが、いつまた２次感染、３時感染、又は陽性患者が出たら、

小倉のようにまたそこは休業になるとかというようなことも考えられるわけで、心のカウン

セラーというか、心のケアをぜひやっていただきたいというふうに思う訳ですが、その点に

ついてどう考えているのか教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 議員がおっしゃいましたように、中学校につきましては一斉登校が５月２８日から、小学

校につきましては、６月１日から学校再開をしております。  

 児童生徒の中には自分や家族も感染しているのではないかという不安や恐れを抱くなど以

前に比べて、以前として心理的なストレスを抱えているという児童生徒がおられることは考

えております。  

 つきましては、学級担任や養護教員を中心としたきめ細やかな観察等から、児童生徒の状

況を的確に把握して、健康相談等の実施やスクールカウンセラー、又はスクールソーシャル

ワーカー等による支援を行うなどをして心の健康も大切に対応して行きたいと思っておりま

す。以上でございます。  

○議長 星 正彦君  
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 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 もう一つは、先程の１１番議員の答弁の中で、いま県の方から調査が来ていると、どうい

う対策が必要かということも含めて調査が来ていると。調査の内容を検討する時期ではない

と思います。本当言ったら。本当言えば休業を解く前にやって、対策ができて開校するとい

うのが本当ではないだろうかというふうに思うわけです。  

 ただ、そうは言っても勉強の遅れ、今言われたような心のケアの問題もあると思いますし、

いま開校しながらいろいろ対策を改善して行かなくてはいけないと思います。  

 先程、現在の状況を聞きましたら、やはり、消毒をしたりとか、いろいろなことで先生方

も学校全体も大変だと思います。今それだけで回るのかなという気もするわけですよ。とし

たら、やはりそこにもう少し人員を厚く配置したりだとかということも考える必要があると

思います。もう一度この点について答弁をお願いしたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 教育課長。 

○教育課長 古後 憲浩君  

 今、宇田川議員がおっしゃいましたように、今までの消毒に関しましては学校休業中の消

毒につきましては、教員の人達が分散登校等の場合終わってからしていました。現在一斉登

校になりましたら、終わった後、授業の準備等も合わせながら消毒作業をしているというふ

うな状況でございます。まさしくおっしゃるとおりでございます。  

 私どもとしましては、その状況を見ながら、何が必要か、一番大事なものは何かというこ

とを的確に判断しながら、一番最善の方法というのを検討しているところでございます。  

 以上でございます。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 少し前まではＰＭ２．５で窓を閉めないといけないとかということが。今はコロナで換気

しないといけない。昨日と一昨日と北小と南小をちょっと見ましたが、窓を全開で換気をし

ながらやっていました。ただ今から、特に明日から雨が降って、雨が降ったら窓は開けられ

ませんから、そういうとこもちょっとものすごく不安に感じますし、そういった対策をどう

するのかというのも含めて一つ一つ解明していかないといけない、学校現場でも大変だろう

とは思いますが、ぜひ教育委員会も、町長も親身になって、そこは子どもの教育現場ですか

らできるだけのことをやるということをぜひやっていただきたいということを要望しておき

ます。 

 それから（３）番の学童、保育所、介護施設と福祉施設の現状と対応ということですが分

かれば教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  
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 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件につきましては、福祉人権課長に答弁をさせます。 

○議長 星 正彦君  

 福祉人権課長。  

○福祉人権課長 芝野 英和君  

 お答えいたします。  

 まず、放課後児童クラブにつきましては、国及び県からの通知を周知するとともに、本町

におけます感染予防策を整理し各事業所の方へ通知をしております。各事業所の方では、三

密を避けるため常時窓の開放や、なるべく屋外で過ごさせるなどの対策に努めております。  

 また、利用保護者に対して小学校の分散登校期間であった５月２５日までは親族等に頼る

ことも、仕事を休むこともできないなど、放課後児童クラブの利用が必要となる児童以外は

登所を自粛してもらうように通知をし、利用料につきましては日割り計算をする取り扱いと

いたしております。  

 尚、１事業所の利用者数が最も多くなっておりました西川、古月学童、なかよしクラブに

つきましては、総合福祉センターが休館となっていた４月１６日以降、保健棟の多目的ホー

ルを使用させることで従来施設との２ヶ所で児童を受入れる対策をとっており、６月末まで

はこの取り組みを継続する予定でございます。  

 保育所におきましても国及び県からの通知を周知し、感染拡大防止対策を徹底すると共に

放課後児童クラブと同様、利用保護者に対しまして５月２５日までは登所の自粛をお願いし、

利用者負担額は日割り計算としております。  

また、国の補助金を活用しまして町立保育所、私立保育所に対しまして１園当たり４９万

円を支給し、感染拡大防止のための備品等の購入支援を行っております。  

 次に、介護保険施設等の対応では、国及び県からの通知に基づきまして感染予防に努めて

いただいております。  

 入所施設では、感染拡大防止対策といたしまして、面会は緊急、やむを得ない場合を除き

制限し、職員は自身が感染源とならないように職場内外での感染拡大防止にかかる取り組み

を行っております。 

 障がい者施設などでは、施設内での利用者の手指消毒、これにつきましては利用者の誤飲

の恐れがあるということで、施設職員が携帯用消毒スプレーを利用して消毒にあっていると

いうことでございます。 また外部の方の入館は原則禁止として、必要な場合は事前に連絡

をしていただいて入館の可否を決定するなどの措置を講じておるということでございます。  

 なお、入所施設につきましては、入所者の規制や外泊の回数を減らすように協力を依頼し、

通所施設におきましては、通所ではなく在宅でのサポートに切り換える等の対応を行ってお

るということでございます。以上です。  

○議長 星 正彦君  
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 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 学童保育についてですが、福祉センターのところにある学童については福祉センターの多

目的室を使用するということで、結構多目的室は広いからいいのかなというふうに思うので

すが、他の学童の施設についてはやはり、特に雨が降ったときなどは三密は避けられないの

ではないかというふうに思うわけですが、そういうのはどういうふうに対処されていますか。 

○議長 星 正彦君  

 福祉人権課長。  

○福祉人権課長 芝野 英和君  

 町議がおっしゃられるとおり、西川、古月の学童保育につきましてはいま説明申し上げま

した対応をとれるわけでございますが、それ以外の３ヶ所の学童につきましては、やはりお

っしゃられるように密になってしまうというのが現状でございます。しかしながら当然コロ

ナウイルスに関する対策は行っていかなくてはいけませんので、できる限りの対応策、児童

に対します手洗い、手指消毒の徹底、マスクの着用につきましてお願いをしているところで

ございます。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 学童にしろ、保育所にしろ、今の定員で言えば、㎡数の基準というのがありますが、それ

は指導員一人に対して何人でと。それからこれだけの広さがあれば何人入れますというよう

な基準であって、コロナのことは想定していませんでしたよね。そうしたらコロナは２メー

トル空けなさいと。ソーシャルディスタンスで。じゃあ今の施設自体が、晴れの日はいいで

すよ。できるだけ外でということで。今後も今からもう考えて行かないといけないのではな

いか、大きなものを作れということでなくても、どこかの代替え施設を一時的に取りあえず

使わせるとか、先程の福祉センターのように。ということもちょっと考えるべきではないか

というふうに思うわけですが、町長の考えを教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いまある既存の国の基準には当然ながら基準を満たしているわけではありますが、今後こ

のコロナ、先程も言いましたような新しい生活様式というようなことを考えますと当然なが

ら議員がご指摘のとおり、学童保育についての建物そのものについて考えるか、又は代替施

設どう考えるかというような課題は出て来るというふうに考えております。  

 ただ、いずれにしましても今後国がどういうような基準を見直して来るかというようなこ

とも考えられますので、そういったことを考えながら現状、今鞍手町でできる範囲内で、先

程も課長が答弁したとおり感染予防をして行くということだというふうに考えております。  



 36 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 先程の西川、古月のようなこともぜひ町の別の施設を間借りするとかということも含めて

ぜひ考えていただきたいと思います。  

 それから、介護施設、福祉施設、特に障がい者施設の通所の関係ですが、やはり密を避け

るために通常の人数を減らしたりとかということもしている所はたくさんあると思います。

とすれば、そこの事業所の経営がやはり極端に悪化する、これは国の持続化支援金だけでは

足りないのではないかというふうにも思うわけです。  

今の状況について、町の施設ではありませんから分からないでしょうが、ぜひ町内にある

そういう介護施設、障がい者施設ですから、状況を把握していただきたいというふうに思う

わけです。それと状況を把握すると同時に意見も、こういうことに困っていますとかという

ような話もぜひ聞いていただきたいというふうに思いますが、この点について考えをお願い

します。 

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま報道等で医療機関についても、先程も質問の中でもありましたように、患者さんが受

診を抑制しているというようなこともありました。また、介護施設についても、いま議員が

ご指摘のように、通所についてもおそらくは学童だとか保育所と同じように通所も自粛要請

があってたというふうにも考えております。  

 そういったことから当然ながら経営状況も厳しいというふうに想像はできます。ただ、今

現在として鞍手町はそういった介護福祉施設についてどのような経営状況であるかというよ

うな調査はしておりません。今後このコロナ関係が更に第２波、第３波というようなことが

起これば更なる経営も厳しくなるというふうなことも考えられます。  

 そういった観点から、町としてそういった民間施設の経営状況を把握していいものかどう

か、その辺が法的にはどうなのかということもちょっと引っ掛かるところはありますが、そ

の辺については庁舎内部において検討し、できるようであればしていきたいというふうに思

います。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 綺麗に財務処理を出せとかという話ではないですよ。今の状況はどうなのかというのは町

として把握した上で今後に繋がるわけですが、支援の問題が出て来るわけですよ。どういう

支援が必要か、どのくらい必要かというのがそれで積算されて来るわけで、そのためにもぜ

ひ現状をある程度リアルに掴む必要があるというふうに思いますので、ぜひ積極的に検討し
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て下さい。 

 次に行きます。  

 （５）番です。理美容及び飲食業の状況と対応。一応緊急事態宣言が解除されてテイクア

ウトだけだったのが、開業してきたというお店も増えてきています。そういった中で感染防

止の観点からどういった対策なりを練っているかというのもぜひ把握していただきたいとい

うふうに思いますので、わかる範囲でその状況を教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 この件についても、先程の介護施設と同じように民間の事業者に対してつぶさに状況を報

告していただくということがどうかというようなことはありますが、支援策等の関係もあり

ますので、この件については地域振興課長に答弁をさせます。  

○議長 星 正彦君  

 地域振興課長。  

○地域振興課長 立石 一夫君  

 お答えいたします。  

 町内で理美容業又は飲食業を営むそれぞれ４事業者について鞍手町商工会を通じまして現

在の営業状況や感染拡大防止策について確認をいたしました。  

 この内、理美容業では緊急事態宣言解除を受けて営業時間帯としては宣言前の状態には戻

ってはいるものの半数の２事業者が完全予約制でお客様を受け入れるということを導入して

おりました。 

 また、感染予防対策としましては、令和２年５月２９日付けで全日本美容業生活衛生同業  

組合連合会等から発表されました新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインに則りまし

て、具体的には店舗入口ドアの開放、来客用アルコール消毒の設置、マスクの着用、施術用

のイスとイスの一定間隔の確保、施術後のイス、ハサミ、ブラシ類など道具のこまめな消毒、

顔剃り時にはフィールドシールドや手袋を着用、こういったことを実際にされているという

ことでございました。  

 また、飲食店におきましても状況を確認しました４事業者ともに緊急事態宣言解除後にお

いても時短営業、通常より早い営業で終業するといった取り組みや、曜日により昼間のみの

営業にしていると。あるいは夜間営業自粛を実施しているというようなことでございました。 

 また、感染予防対策といたしましては、店内の換気の徹底、あるいは来客用のアルコール

消毒の設置、店内のこまめな消毒。店員につきましては、マスクを着用する、テーブル、座

席における一定間隔の確保、座席数の減少、テーブル上の調味料等を撤去する。あるいはセ

ルフサービス物を撤去する、こういった取り組みをされているということでした。以上です。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 
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○４番 宇田川 亮君  

 いま調べたところは理美容も４事業者、飲食業も４つということで、鞍手町はそれだけで

はありませんのでぜひ把握して、東京でいま適用とかというシールを貼ろうかというような

こともしていますが、それに至らなくてもある程度の、こういう状況で安心ですよというよ

うな安心感。そしてＰＣＲですよ、定期的なＰＣＲ検査をするというのがやはり必要なんで

すよ、開業する上では。なかなかやはりお客さんは戻って来ませんから、そこも含めて考え

ていかないといけないというふうに思っております。  

次に、（７）番ですが、建設中のくらて病院及び新庁舎建設のコロナに対応した変更はと

いうことですが、くらて病院については先程ご説明がありました２つの点について変更した

というようなことで、地域医療を守るという観点から、感染者が出ても簡易陰圧室だとか、

いろいろなことを考えているというような、変更もしているということですので、それにつ

いては結構ですが、新庁舎の建設にあたって、今現在もこれは密です。特に執行部。議場だ

けではありません。庁舎内も、いま来客者と透明のフィルムをしていますが、中はみんな密

です。これは変えないと駄目でしょう。何か対策を打たないと。というふうに思うわけです

よ。それも含めたコロナとともに共生する時代になって来るわけですから、そういう意味で

は新庁舎の建設の中身もちょっと変更が生じて来るのではないかと。逆にしないといけない

のではないかというふうに思うわけですが、これについて考えをお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 新庁舎につきましては、これから基本設計を行う段階であります。今回の新型コロナウイ

ルス感染症対策も視野に入れまして新しい生活様式に配慮した庁舎を目指して行きたいとい

うふうに考えています。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 これからということですのでぜひお願いします。  

 次に、町の独自支援策についてです。  

 先程感染防止等についていろいろな状況を聞いてきましたが、特に、最初に申し上げたと

おり医療崩壊を絶対やっては駄目だということから、医療、介護施設等の財政的な支援、こ

こはやはり肝だろうというふうに思うのです。  

これについて町長はどういうふうに考えているのかというのを教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 先日、議決をいただきました鞍手町の補正予算第２号におきまして、医療、福祉施設等の
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事業所へ一律１０万円の支援をさせていただきました。また、国の、これは何度もお話をし

ていますが、令和２年度の一般会計の第２次補正予算の中で、これは医療従事者やまた介護

施設の職員に対して一人５万円から２０万円の慰労金の支給をすることということで閣議決

定をし、現在国会で審議をされていることと思います。  

 このことから、町としては医療、介護施設等への財政支援は今のところは非常に難しいと

いうふうに考えておりますが、今後検討課題の１つであるというふうには認識をしています。 

以上です。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 そこの医療従事者、介護従事者についての個別の支援というのは国で今検討されていると

ころもありますが、そこの経営自体が成り立たなくなってきているような状況です。  

 先程町長も言われましたが、患者さんが来ない、そういった中で特に医療機関ですから、

普通のとは桁が違いますが、町で財政支援をできるような、そんな額ではありません。それ

は分かっています。ただ、介護施設については、今から高齢化社会がどんどん加速して行く

中でつぶすわけにもいかないと思いますし、そこにはぜひ町でできる範囲の分をやって、医

療機関ももちろんですが、やはり国に対してまだまだ足りませんよというようなことも訴え

ていただきたい。  

 第２次補正の中で、医療関係でも２兆円の予算がついていましたが、全然足りないと思い

ます。そういった意味では、医療崩壊を防ぐためにもぜひ町からも声を上げていただきたい

と思いますが町長の答弁をお願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 町単独ということでありましたら、なかなか郡の町村会、又は県の町村会、そういったと

ころを通じて国に要請するということも１つとしてありますし、又、鞍手町議会としても、

議会からもそういった要請をしていただければ心強いというふうにも思います。そういった

観点から様々なところ、知事会も知事会としてそういう要請をしているというふうな報道も

あっていますので、様々なところから国に対して要望して行くということが大切かなという

ふうに考えております。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 いま町長が言われたことは本当に大切なことだろうと思います。あらゆる方面からそうい

う声を上げて行きたいと。私達もそういうふうに思いますので、ぜひ町長もお願いします。  

 次に、持続化支援金の簡素化とスピードということで、先程８番議員がこの点について質
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問されました。ただちょっと気になったのが、国は国として県が３０％から５０％で、県は

国の４分の１だからそれに足してやりますよと。一番多いところで県の支援を受けたのは町

と合わせれば７５万円という形になるわけですが、この３０％減と２９％減と、０か７５万

かという話になって来るわけですよ。  

 コロナで影響を受けていない事業所は１つもないと思いますよ。今回の持続化支援金につ

いては補正予算の時も話しましたが、収入に入れるわけでしょう。最後の確定申告でも報告

するわけでしょう。これだけいただきましたと。プラス、マイナスして、マイナスなら税金

は払いませんが、そういう形になって来るわけなんで、多く貰いすぎていたら返すのですよ。

確定申告で。ですから町として、それこそ小竹町も１５％で支援金、支援金は支援金ですが、

協力金、支援金という形でぜひ鞍手町の事業者は１つも潰さないという思いから、折角地方

創生臨時交付金があるわけですから、予算も組んでいる分けですから先に配ったらどうです

か。それが一番早いと思いますよ、どうですか。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま急にまた質問されていますが、持続化給付金、支援金の簡素化とスピードはというよ

うな質問で、今の質問に対しては通告がありませんでしたので用意はしていませんが、いま

宇田川議員が言われますように、例えば、３０％と２９％と、そこで０から７５になるとい

うようなご指摘でした。  

これは先程の答弁もさせていただきましたように、３０％以下であれば通常の経済循環の

中で上下する範囲であろうということから、県の３０から５０という制度に上乗せする形で

鞍手町としても制度を構築させていただきました。そういったことから、どこかで区切りを

付ければ、いま宇田川議員がご指摘のように２９と３０というようなことが出てこようかと

いうふうに思いますが、制度を設計する上では致し方ない部分かなというふうに考えており

ます。 

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 最初に私が言ったのが究極の簡素化とスピード感ですよ。配ったらいいわけですから。一

発で終わるではないですか。あと確定申告で事後精算して、多く貰いすぎたら返せばいいわ

けですから。一番簡素化されているではないですか。そういう意味で言っているわけですか

ら。これは委員会審査の時は言いましたが、臨時会の時では言っていません。  

 ぜひ次も考えているかも知れませんので、こういった持続化支援金については、３０％下

がったところは許容範囲とか思ったら駄目ですよ。町長。３０％も利益というか収入が下が

ったら大事ですよ。死活問題ですよ。  

 ですから、そこの多い少ない、貰いすぎた、貰いすぎていないというのは後から精算でき
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るわけですから、そのことを考えた方が町民も、ああ町はもうくれたのだと。コロナの影響

を受けていないところは１つもないですよ。本当に。 

 いろいろな感染防止対策もいろいろな事業所でもやっていると思います。小さい事を言う

と消毒液を買ったり、マスクを従業員に支給したりというのもあるわけですから。鞍手町は

しっかり下支えしてくれるのだという町長の思いを早く町民に届けて欲しい、そういった意

味でこういった支援金については先に配るということをぜひやって欲しいと思います。  

 よろしくお願いいたします。これは要望です。  

 最後の３番に行きます。  

 地方創生臨時交付金の配分予想、先程から町長はまだ分かりませんがというようなお話を

されていますが一応前回の倍ですね。いま補正で組まれているのが。国は前回１兆円でした。

今回第２次補正で２兆円、しかも一次補正で配分されたのはその内の７０％ですよ。あとの

３割は国がうんと言ったら配るというような。１兆円の７０％、７，０００億円を地方の自

治体に配分したわけで、それでも町には９，０００万円以上入ってきました。  

 これもおそらくですが倍近くはあるでしょうという予想は立つわけですね。先程から縷々

いろいろな状況を聞いてきましたが、町の独自支援としてこれだけは必要ですよというのを

積算したら足りないと思うので、まずはそこを積算すること、そのための町内の状況を掴む

ことということが必要だと思うのですが、その上での独自支援だと思いますから、いま町長

の考えている配分予想と独自支援、また独自支援についてはいつ頃されるというような予定

を組んでいるのか、思っているのかを教えて下さい。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 いま議員から言われましたが、今回新型コロナウイルス感染症対応の地域創生臨時交付金

は、前回の１兆円から２兆円になるということから、倍になるのではないかというような質

問がありました。  

 いろいろと情報を収集しております。その中で、いま言われているのは、今回は特に都市

を中心に非常に困窮している度合が高いということから、いま家賃の補助だとか、いろいろ

と報道等ではあっていますが、どうも都市を中心とした配分が高くなるのではないかという

ことが１点。 

 同時に地方公共団体の中では、前回都道府県に対しての配分が自治体に比べれば少なかっ

たというようなことから、都道府県に対しての配分が多くなるのではないかというような情

報があります。  

そういったことから、私が聞いた範囲の中では１兆円が２兆円になったからということで

倍になるということはまずないだろうというような話です。そういった中でじゃあどれぐら

いになるかというのが全く今のところ見当が付かないところではあります。  

いま言ったように、都市を中心とした配分と同時に財政的な問題があって、要するに財政



 42 

の厳しいところには配分しようと。財政収支比率に基づいた配分の増減もあるというような

ことも一部では報道としてあっていました。ですから、全くどのような基準で、どのような

配分になるかというのは、今は今回の２次補正については読めないところがあります。  

一次補正については５年前でしたか、同じような制度がありましたのである程度予測は付

きましたが、今回の場合はなかなか実際いろいろと情報は収集しておりますが、厳しい状況

の中です。 

そういったことから、先程来答弁していますように、２次補正の配分額が確定してからと

いうことにどうしてもなってきます。鞍手町の財政状況は議員もご存じのとおり非常に厳し

いところがありますので、なかなか財調を取り崩してだとかというようなことにも難しいと

ころがありますので、どうしてもこの臨時交付金を財源の主たるものとして支援策を考えて

行くということになりますので、非常に限りがあるものということになります。  

そういった中で、いま一番鞍手町の方達の中で非常に厳しい状況にあるところはどこなの

か、またそういったところに対してどういう支援ができるのか、そういったことを、先程言

われましたように調査というか、聞き取りをしながら考えて行くことが必要だろうというふ

うには思います。  

いずれにしても、ここでこういうような支援策をどの程度するというようなことはなかな

かお答えがしづらいということで、その辺はご理解いただきたいと思います。  

○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 予想を立てにくいというのはよく分かりました。ただ、先程町長が言われましたが、ぜひ

町内のいろいろな各方面の状況と、どういうものに困っているのか、どういう支援が必要な

のかというのをぜひ把握していただいて、その上で町の支援としてはこのくらいは必要だと、

そういうのはある程度固めた上でこの臨時交付金の配分額が決まったら、そこで優先順位を

付けてやるということが必要ではないだろうかというふうに思うのです。  

 これはいつ頃かと、できるだけスピード感を持ってやらなくてはいけない。配分額が決ま

って、それからちょっと考えましょうかというのではスピード感は全然ありませんから、今

からもう考える必要があると思います。もう一度お願いします。  

○議長 星 正彦君  

 町長。 

○町長 岡崎 邦博君  

 現在各課に対してそれぞれの課においてどういう支援を考えたらいいかというようなこと

についてはいま指示をしております。そういったものを議会の最中ではありますが、それを

集約した中で支援策については検討して行きたいと。同時に商工会からも要望をいただいて

おります。そういったことは特に現状を把握する上では重要だというふうに思いますので、

そういった要望についても支援として考えて行きたいというふうに思っております。  
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○議長 星 正彦君  

 宇田川議員。 

○４番 宇田川 亮君  

 いずれにしろコロナ対策については今のところ１００％の答えはないわけで、どれが一番

正解とかということはないわけですので、今一つ一つ考えながら、いま一番何が必要かとい

うのをお互いに考えて、意見を出し合って、協力しあって町民生活、営業、仕事も守ってい

きたいというふうに思います。このことをお伝えして私の一般質問を終わります。  

○議長 星 正彦君  

 以上で宇田川亮議員の質問を終わります。  

 これで全ての一般質問を終わりました。  

 この際、休会についてお諮りします。  

 明日１０日を休会としたいと思います。  

 これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」の声あり）  

 異議なしと認めます。よって明日１０日を休会とすることに決定しました。  

 以上で本日の日程は全部終了しました。  

 本日はこれで散会します。  

散会１２時４６分  


